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空気圧縮機のドレン対策は大丈夫ですか 

ドレンによる弊害例 
・水分による装置の誤動作 
・錆の発生による動作不能 
・塗装品質の低下 
・ドレンたまりによる空気量不足 
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ドレンの発生量が多く対策が必要な時期です 

弊害となる要素 
・油分（油冷式） 
・水分 
・塵 
・錆や不純物 

例 37ｋＷコンプレッサーから出る１時間当りのドレン量 ≒ 9L/時 
 （吐出空気量圧6.1ｍ3、圧力0.7MPa, 気温30℃、湿度80％の場合） 

ドレン管理は設備のトラブルを解消し
生産性をあげる要素です。 

生産性の低下 

 
・空気槽のドレンは定期的に排出していますか？ 
・エアードライヤーは正常運転していますか？ 
・配管は勾配を付けていますか？ 
・配管の上部とりは出来ていますか？ 
・ドレン排出装置は正常に動作していますか？ 

管理ポイント 

ドレン管理のお困りごとは弊社にご相談ください 

エアードライヤー 
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